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研究成果の概要（和文）： 

 都市空間の再編が進む日中韓の北東アジア３国の大都市について実証的、理論的な分析を行っ

た。３国の状況について現地調査や、研究者に対するヒアリングを行って状況を把握した。理

論的には、グローバル都市、居住者意識、コミュニティ、住民運動、市民参画、創造都市など、

社会科学的分析視角によるアプローチを行った。シンポジウムなどを重ねることによって、こ

うして獲得した理解を検討し、この主題に関する分析をまとめた。この主題について社会科学

的なアプローチは少なかったが、今後の展開にとって先駆的な研究を示すことができたと思う。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This project examined the transformation of public space in Japan, South Korea, and 

China from a practical and theoretical perspective. Participants from the three 

countries conducted on spot inspections and hearings to understand the dynamics of 

this topic. Using a social scientific analytic approach, they considered the following 

areas: the global city, citizen awareness and movements, community building, citizen 

participation, and the imagined community. The project assembled a series of 

symposia to encourage the exchange and challenge of ideas to advance these research 

topics, many previously not afforded sufficient attention under a social scientific 

framework. 
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ピックの開催などを契機に大都市の再開発
を行ってきた。それに対して住民からは反対
運動が起り、また時代の変化に対応して、環
境への配慮や市民参画の要求が生まれた。こ
うした状況についての学術的分析が求めら
れていた。 

 中国では都市再開発をめぐって住民運動
が全国に広がり、深刻な社会、政治問題化し
ており、その解決策が求められている。一方、
日韓や上海、北京のような中国の大都市にお
いては、よりすぐれた環境や景観、コミュニ
ティの実現を求めて市民の参画への動きが
見られるようになっている。これらの動きが
欧米の先進例のような方向へ向かうのかと
いう展望が議論されている。 

 

２．研究の目的 

 大都市の再開発については、従来工学など
の分野において研究が進められてきたが、社
会科学の研究は少なかった。この主題につい
て社会科学的なアプローチによって分析す
ることによって、大都市の空間の再編成の実
態や背景、環境や市民参画の視点から捉えな
おすことの重要性を指摘できると考えた。 

 具体的には、日中韓 3 国の共同研究によっ
て北東アジアの大都市における都市空間の
再編の状況を把握しようと試みた。その際に、
グローバリゼーションの影響（グローバル都
市論）や北東アジア特有の圧縮された成長の
影響、それゆえの欧米の例との差異を明らか
にすることをめざした。さらに、都市空間の
再編成と都市コミュニティとの関係性、都市
空間再編に市民が参画するための理論を構
築するための示唆を獲得したいと考えた。 

 

３．研究の方法 

 現地調査や現地の研究者にたいするヒア
リングによって全体の状況を把握すること
に努めた。東京、横浜、北京、上海、天津、
ソウル、釜山、シンガポールなど東アジアの
諸都市において再開発の現状と市民の参画
を中心に調査を行った。 

また、ボストンやサンフランシスコ、シア
トルなど米国都市の例と対照して、このテー
マに関する可能性を認識するとともに、北東
アジアの例の特徴的な性格がどこにあるの
かを明らかにすることに留意した。 

 グローバル都市や居住者意識、コミュニテ
ィ、住民運動、創造都市、市民参画など、社
会科学的分析視角によってアプローチした。
さらに、シンポジウムを開催して、これらの
分析を確認、検討した。 

 本研究に参加、協力した 3 国の大学と研究
のプロセスを図に表すと下図のようになる。
また、この共同研究を通じて若手研究者の参
加を促し、中韓の若手研究者が成果を発表し
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
４．研究成果 
 これまでは都市工学の対象分野であった
主題に対して社会科学的アプローチを試み、
学術的社会的に重要なこの研究分野におけ
る先駆的な成果を挙げることができたと考
えている。 

 すなわち、急激な成長にともない、オリン
ピック開催をピークとする従来の都市再開
発に加えて、グローバリゼーションが新たな
都市再開発に大きな影響を及ぼしている。北
東アジアの大都市も、いわゆるグローバル都
市の性格を持つようになっている。 

その一方で、脱工業化時代の社会において
は、環境や景観、そして文化が新しい都市再
開発をリードする価値観として登場してい
る。その典型的な例がアートを核心とする創
造都市の世界的な広がりである。 

かつて急激な経済成長にともなう都市再
開発に抵抗した住民運動は、やがて都市社会
の市民として成熟し、前述のような脱工業化
時代における都市再開発をリードするよう
になる。行政との協働関係も含めて、NGO

や企業とともに都市再開発の中心的な担い
手に成長していくであろう。 

以上のような展開は、日中韓 3 国において
さまざまな形をとって現れていることは、本
研究の参加者が提出した以下の各論文にお
いて分析されている。 

 (1)日本について、 

五十嵐暁郎「グローバル都市東京の変貌と市
民参画」 
松本康「都市再生と創造都市―横浜市旧都市
部を中心として」 
田島夏与「東京の居住者意識調査に見る居住
環境選択と地域コミュニティ」 

既存都市空間の再編 

実態調査・ヒアリン

グ・資料収集 

都市再開発と地域の新しい

環境、地域コミュニティの

関係の分析 

理論的分析・総合 

都市再開発を契機とする 

アジアにおける新たな市民社

会形成の可能性追求 

他の地域との比較 

および本研究成果の適

用の可否分析 
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(2)韓国について 
金相準「グローバル都市に向かうソウル―理
想と現状」 
イ・ヒョンジョン（ソウル環境運動連合）「チ
ョンゲチョン（清渓川）を通して見た韓国河
川の虚と実」 
ユン・イルソン（釜山大学教授）「アート、
都市再生とコミュニティの参加」 
石坂浩一「水原地域の住民運動と自然河川復
元の意味」 

(3)中国について 
李国慶「中国の都市における住民参加の特質
と社会管理方式の新動向」 
武玉江「中国における都市変動と住民参加」 
  

これらの成果に共通する理論的含意を図
に表すと下図のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
本研究の成果である以上の各論文を編集し
て、研究論文集を刊行する計画を進めてい
る。 
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